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に対するものである。軌道構造が輸送条件に対応し，十分な強

度を持ち，必要な保守周期が確保されている場合，定期修繕方

式で軌道保守が行なわれる。軌道はその保守周期に応じて一定

周期で完全な補修，整備が行なわれ，この周期の間は保安のた

めの巡回，検査ときわめて部分的な小修繕作業が行なわれるの

みで，ほとんど補修，整備作業がされない方式である。定期的

な作業は，一般に数十年周期で軌道材料を全部更新し，その中

間でレールあるいは道床の更新を行なう軌道更新作業，数年周

期で不良材料の更換と軌道の総整正を行なう総修繕作業， 0.5 

-3年周期で軌道状態を良好に維持するため軌道狂いの整正を

行なう 保守作業との 3 移ーがあり，その軌道の条件に応じてこれ

らの作業を組み合わせて行なう。

定期l修繕方式は集中作業により，線路を片押しに整備して行

くので，高性能な機械化が容易であり ，作業能率が向上 し，作

業が計画的に行なわれるので，保守管理が完全に行なわれ，要

員が少なくてすむ利点があ る。

欧米諸国では，既に定期修繕方式が採用され，保線作業の機

械化が進んでレるが，わが国においては，軌道構造が十分でな

く 必要な保守J~jWJが期待て‘きないため，従来は随時修繕方式に

より軌道の保守を行なってきた。

しかるに， 輸送量の明大，列車のスピー ドアップに対処する

ため，軌道構造を強化し，保守方式も要員需給，作業の能率向

上のため定期修繕方式に切り換えることになり ，昭和 38 年度よ

り ，漸次新方式に移行する軌道保守近代化計画が現在推進され

ている。なお新幹線においては，当初より軌道保守は定期l修繕

方式で行なうよう計画され，保守組織も それに対応したものに

なってい る。

国鉄における定期修繕の作業体系は次のとおりであ る。

〔現在線の定期修繕〕

現在線では定期修絡を行なうため，保守組織を変更し，従来

の線路分区・線路班を廃止して，新たに軌道延長約 50km ごとに

保線支区を設置する。保線支区に作業班と，検*班を設け，保

守作業の単位 11保線支区とする。作業f)ll主計 l珂的な定期i修絡を

集中的に行ない，検11'班は軌道延長約 10-15 km ごとに分自し

て巡回および検査を行なう。修繕体系は次のように定めてレる。

(1) 甲修繍 材料更換および総っき l司め作業を主体とし， こ

れに付随したL 、っさレの補修と路盤側こうに至るまで線路全般

にわたる修繕で，周期は線区の重要度に応じて 2-4 年とし，文

区担当区域を2-4分割して毎年その l 区間す.つ集中的に行なう。

(2) 乙修錨 線路の整備状態を良好に維持するため，毎年 l

-2 回行なう軌道のむら直しを主体とした整正作業で， また季

節的に必ず必要となる作業(遊間直しなど)および甲修繕閃j切よ

りも短L 、周期で補修，更換を必要とする軌道の特殊郎分の作

業 (急曲線レーノレ更換，分岐器部分更換， レーノレ締結談i位補修

など。)も含める。 一般側線における定期修紙作業もすべて修終

とする。

(3) 丙修鎗 突発的に発生する作業で，修繕計 l丙を立てるこ

とが不可能であるか，または定期修繕とすればかえって不経済

となる小規模な作業は，必要に応じて随修で行なう。

〔新幹線の定期修繕〕

軌道保守を直接担当する組織として，軌道延長 140-200km

ごとに 6 箇所(将来は 1 箇所明設予定。)の機械軌道立所 と軌道

延長約 90km ごとに 12 の保線支所がある。

機械軌道支所には各種保線機械と作業準備，軌道材料ストッ

F のための保守基地があり，機械力による定期修繕作業を行な

う。また材料を伴う保守作業もここで担当する。

保線支所には作業班と検査班を設け，作業涯は主としてタイ

タ γパーによるむら直しを主体とした軌道整正作業を行ない，

検査班は軌道延長 16-22km ごとに分駐して，巡回 ・ 検査を行

なう。保線支所は，また外注請負によるむら直し作業の監督を

行ない，軌道更新工事，材料更換を伴う総修繕工事について機

械軌道支所に協力する。

新幹線の修給体系は次のとおりである。

(1) 軌道更新工事 レール・まくら木 ・ 道床の全更新で，周

期は 10 年である。

(2) 総修織工事 総修繕工可Ifl1作業内容によりそれぞれ異な

った周期lで施工される。

ア ロングレーノレの設定主主えを伴う材料吏換工事は， レーノレ

締結会主位を全郎解体し， ロングレールの軌力を解政して設定替

えを行なうとともに，材料の検査を行な\"，不良材料を更換補

修する作業で， 5 年期 JVJで行なわれる。

イ ロングレーノレの設定替えを伴わない材料更換工事は 1

年周期で行なわれ， 次の周期まで 1 年閑に不良となると思われ

る材料を更換補修する作業で，主としてレーノレ締結装置の部分

更換である。

ウ 軌道総っき固め工事は 6 箇月周期で行なわれ，マ ノレタ

イ・通り整lE機 ・ 寸 γパクタ ー・ ディーセソレ機関車 ・ ホキ車等

の重機械を使用して，軌道を片押しに，総っき悶め，通り直 し ，

道床締め固め，パラスト補充を行なう。

エ 軌道むら直し工事は， 4 箇月周期で行なレ，主としてタ

イタ γパ ーを使用する。
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新幹線の軌道。 (伊藤裕)

ていしげんかいひょうしき 伸止限界標識 東侮道新幹

線で手IJ'li または車両を停止させる限界をノj、す必姿のある箇所に

使用する標設をしう。 A.T.C. 運転lI~j におレて ， 30 キロ信号に

対する停止，I~!，をイ、すこ と ，代用保安方式実施lI!j における停止，，::.，

を示すニ と ， およひず停止制御軌道1 ' 11 路(百三線)を Ir;、すために， 停

止制御軌道lill路の始端およひr停車場.)Il~Uil"J .ilHI:側の列車検知軌

道l吋路外方(停車場よりみて)の般近の軌道I'!I路皮界に，原J!lJ と

して所属線路の左{lUJ ， レー ルレベル上 1 ， 850mm の位置に設け

る。形状寸法は大小 2 紐矧あり，大は縦航とも 680 mm，小は縦

横とも 480mm で， いずれも不等辺八角形で，燈黄色の反射部j

の板に， それぞれ幅 100mm と 70mm の烈色十字が記されてし、

る。 ー」停車場は近標識。(鹿野章)

ていしせいぎよくいき 停止制御区域 列車が過走した

場合~に*自動列車市l御装位 (A. T.C.) により声IJ' I< を自動的に

停止させ，事故を未然に防止する jd (J'rc，没ける~減で， その延

長は約 50m である。停車場構内のこの区域は有効長区域の外

方にあり，この同j区域の境には*停止限界標識を設けることに

している。したがって停止限界標識の前方車両後触限界までの

距離は~~~.に 50m 以上とらなければならな \.'0 50m をとる理

由は列車が自動列車拍1I御茨 1i1の最終速度段階である 30km/h で

停止目i !fl.際議を通過した場合にJI・常プレーキが刀、かり ， 列車が

停止するまでに約 50m 定Hするからである。この区域がある

ため新幹線には安全側線 という ものはない。

停止~I;IJ御区域内には通常列市が停止することはないので，こ

の区域のこう配は停車場情内であっても中間のこう配が使用で
3.5 

きる 。 したがって在来線の停車場織内は最端転てつ怨間を一一
~-. ~ 1. α〉日

以下 としてし、るが， 新幹線では同長区減だけを王両以下と

すればよいので，分岐~~ ~手は-- 以上のニう配中に敷設して
1, 000 

も，さしっかえないことにしている。(志村忠治)
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